
○ 必要資格：「保育士」資格
○ 年 齢：１８歳以上～５３歳未満
○ 日本国籍を有する者
○ 応募方法

応募用紙に必要事項を記入して送付
（詳しくは、右のＱＲコードから）→→→

採用試験について

予備自衛官（保育士）とは
○ 普段は、日常生活を送っていただき、災害等の非常事態が発生した場合に、

予備自衛官（保育士）として招集されます。

○ 災害等の非常事態が発生し、招集された時は、出動した自衛隊員の子ども等
の「自衛隊施設における預かり」や「避難のための引率」「避難所での支援活
動」等を行い、自衛隊の活動を支援します。

予備自衛官補
ＨＰ

応募条件・応募方法

○ 年に１～２回を基準として試験を行っています。
○ 試験内容は、小論文、口述試験、適正・身体検査です。

非常事態発生時は、ご
自宅等からお近くの自衛
隊施設に招集されます。
活動は、自衛隊施設が

メイン、保育士の資格や
経験を有効に活用できま
す！

詳しい時期等に
ついては、ＨＰや
地本に連絡してみ
てね！

離職していた
期間等は、関係
ありません！
在職中の方も

応募可能です！

：予備自衛官
保育士

：隊員の子ども
（一時預かり） 避難の引率

ご自宅近傍の自衛隊施設
（子どもの預かり）

自衛隊
施設 派遣

派遣
（引率支援）

親族等引き取り先

一般の避難者

避難所

避難所での支援活動

【災害発生時の予備自衛官（保育士）の活動例】

被災した
駐屯地等

自衛隊施設で子ども達を預かる様子

災害発生時に自宅等から



○ 予備自衛官任官までと任官後の訓練

○ 訓練の概要

・ 基本教練：敬礼や整列などの自衛官の基本的な行動

・ 服務等 ：予備自衛官制度等の知識に関する講義

・ 体育 ：体力向上のための軽易な運動

・ 職務訓練：保育士の知識・技能を自衛隊の活動に当てはめるための訓練

・ 野外訓練：屋外（自衛隊施設内）で行うテントの展張・撤収、飯盒炊飯等

保育士資格が輝くとき！ともに仕事をしましょう！

予備自衛官（保育士）に「なるまで」と「なったあと」

予備自衛官と予備自衛官補の訓練

予備自衛官任官

5日間
（連続）

5日間
（連続）日常生活

日常生活

どの訓練も、その
人それぞれの能力に
応じて段階的に実施
するから心配いらな
いよ。

予備自衛官補：約１年
１０日／年の訓練

（５日間連続を２回）

予備自衛官
３年任期

５日／年の訓練

5日間連続又は
２日と３日に分割して

訓練に参加可能

３年間訓練に参加
した後に、継続するか
どうかを選択できます。

予備自衛官になるまで

問合せ先
各都道府県にある地方協力本部へ→→

地方協力本部
連絡先一覧

まずは「応募」して、採用試験
に合格すると「予備自衛官補」
として採用されるよ

予備自衛官任官予
備
自
衛
官
補

採
用

応

募

○ 予備自衛官補・予備自衛官として訓練に参加すると各種の手当が支給されます。
・ 教育訓練招集手当（予備自衛官補）: 日額8,500円
・ 訓練招集手当 （予備自衛官） ：日額8,100円
・ 予備自衛官手当 （予備自衛官） ：月額4,000円
※ 手当はすべて課税対象、怪我への補償あり

任期：3年
１年間に５日間の
訓練に参加

試
験

合
格

２年間で10日間の
訓練に参加

「予備自衛官補（たまご）」から
「予備自衛官（にわとり）」になる
ために最低限の訓練を受けるよ。

各種の手当について

お気軽に
ご連絡を‼

非常事態発生時に招集
された場合は、別の手当
支給があります。

採用された日から２年間

日常生活


